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Abstract : The ecology of Japanese encephalitis (JE) Virus has been investigated in Nagasaki 
area since 1964, in Amami-and Okinawa-islands since 1973. The virus isolation from 
overwintering female mosquitoes of Culex tritaeniorhynchus caught in winter and early spring 
in Nagasaki from 1965 to 1973 was quite unsuccessful. This result coincides with the fact 
that the incidence of gonotrophic dissociation in hibernated tritaeniorhynchus females was 
< extremely rare. Consequently, we came to the supposition that the possibility of the presence 
of JE virus in overwintering tritaeniorhynchus might be greatly low in Nagasaki area. On the 


_ other hand, the persistence of JE virus in overwintering female mosquitoes of Culex tritaeniorhyn- 


chus and the maintenance of the cycle of the virus between vector mosquitoes and pigs through 


the year was demonstrated in Amami island in 1973 and in Okinawa island in 1976. However, the 
persistence and the cycle of the virus in vector mosquitoes and pigs were interrupted in both 
island at the following surveys. Taking these evidences into consideration, one may propose a 
speculation that the mosquitoes infected with the virus will be transported by the wind into 
southernpart of Japan including Amami and Okinawa-islands from a certain epidemic area. As 
an attempt to verify these speculation a collection of transoceanic insects on East China Sea was 
made on board of a training ship of the Fisheries Faculty, Nagasaki University, “Nagasaki- 
Maru” from 24th June to 3rd July 1976. In this paper, the result of the captured transoceanic 
insects was recorded. Unfortunately, no mosquito was detected in this case, but regular 
migrants such as the dragonfly, Pantala flavescens, several moths and leaf-hoppers were 


recognized. 
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は C め に 


1964 年 以来 , 長崎 大 学 熱帯 医学 研究 所 ウイ ルス 学部 
門 及 び 同 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 は 長崎 地方 , 奄美 大 
島 及び 沖縄 の 日 本 脳炎 (日 脳 ) ウイ ルス の 生態 を 追究 
し て きた . その 結果 , Fukumi etal. (1975), Hayashi 
et al. (1975), Wada et al. (1976) は 長崎 地方 で は 越 
冬 コ ガタ アカ イエ カ は 日 脳 ウ イル ス を 保持 し て 越 年 す 
る 可能 性 が 少 い こと を 指摘 し た . 一 方 , Hayashi et al. 
(1975) 及び Ura (1976) は 奄美 大 島 及び 沖縄 で は 冬 
期 の 由 か ら 日 脳 ウ イル ス を 分 離し , 条件 さえ よけれ ば 
日 脳 ウ イル ス は 越冬 由 体 内 で 越 年 し 得る こと を 明か に 
Lic. また , 麗 以 外 に 日 脳 ウ イル ス を 保持 し て 越冬 す 
る も の も 明か で な い . HLA 969, 1970, 1972) 及 


び Hayashi et al. (1975) は 東 支那 海 の 洋 上 で コガ 
タ ア カイ テカ が 採集 され る こと を 報告 し た . この よう 


な 背景 か ら 日 脳 ツ ウイルス は 日 本 以外 の 地 か ら 持 ち 込 ま 
れる 可能 性 を 考え ざる を 得 な いと と に 至っ た . COR 


説 を 実証 する た め の 試 み と し て 1976 年 6 月 24 晶 から 7 


月 3 日 に 至る 間 , 長崎 大 学 水産 学部 練習 船長 崎 丸 587 


トン ) に 便乗 し て , 東 支那 海域 を 航海 し 飛来 昆虫 の 捕 


集 を 試み た の で , その 概要 を 報告 する . 


調 査 方 法 
FHK スー ペー ライ トト ラッ プ (6W ブ ラッ クラ イ 
ト ) 富士 平 工業 , 11 基 と , ナイ ロン ゴー ス 製 直径 1 m, 
HEX 1.5m の ネッ ト 2 基 を 練習 船長 崎 丸 (587.46 ト 

ン ) に Fig. 1 の よう に 設置 し た . 
トラ ッ プ No.1 及び No.2 は 船 前 方 より の ハウ 
ス サ イ ド の 通路 左 , 右 た それぞれ 設置 し , EMILE 
い が あ り , 水面 か ら 5m の 高 さ で あっ た . トラ ッ プ 
No. 3 ~No. 6 は 前 部 アッ パー デッキ の レー ダー マ 
スト に 取り 付け , 水面 か ら 12.5m OBR, トラ ッ プ 


No. 7 は 中 央 ナビ ゲイ ショ ン デ ッ キ で , 水面 か ら 7m 


DRS, トラ ッ プ No.8 ~No.11 は 後部 甲板 トロ 


ー ル デッキ の マス ト で , BS 8m に , No.12 と No. 


13 は ネッ ト で 同一 場所 8.5m に 設置 し た . 


ネッ ト は , 長崎 港 出港 40 分 後 (北緯 32-31.6, 東経 
129-30.9) に 揚げ , 以後 , ライ トト ッ プ と 同時 に 回 収 
es: * m 

ライ トト ッ プ は 毎日 午後 8 時 か ら 点 灯 し て 前 夜半 の 


午前 0 時 に 回 収 し 午前 0 時 か ら 再び 点灯 し て 午前 8 
時 8 時 30 分 に 回 収 し て 昼間 は 消灯 し た ・ 


採集 時 に は , 通常 10 ノ ッ ト の 速 さ で 船 は 航行 し た が 
6 月 25 日 , 26 日 , 27 日 の 前 夜半 は , 停 船 し て 船 の 明り 
も 点灯 し た . | 

ERCI, 船 の 各所 を 観察 し て アス ピ レ ー タ ー と 


ネッ ト に よる 採集 も 行っ た ・ 


調査 地 と 期間 


O 調査 は 1976 年 6 月 24 日 , 午後 2 時 長崎 港 を 出港 し 


て 東 支 那 海上 , 北緯 26-52.0 こ 31-41.0, 東経 126-129 


の 間 を 航行 し , 7 月 3 日, 長崎 県 五島 福江 港 た 寄港 し 
Ss | 3 | | ] 


ee ee 
$51 回 調査: 6 月 24 日 , 午後 8 時 か ら ラ イト トラ ッ 


プ を 点灯 し 10 ノ ッ ト で 航行 し 25 日 午前 0 時 回 収 し た ・ 
当時 の 天候 は , 東南 東 の 風 , 風力 3 , Bo. ライ トト 


ラッ プ に は 採集 個体 な し , ネッ ト No.12 に ウン ヵ 類 
1 個体, No.13 に ウン カ 類 4 個体 が 捕 集 きれ て いた -. 
LAL, ネッ ト は 24 日 午後 2 時 40 分 か ら 揚 げ て いた も 


DC, 長崎 周辺 或いは 周辺 の 島々 の も の を 捕 集 し た 可 
. 能 性 が ある ・. 


第 2 回 調査 : 6 月 25 日 , 午前 0 時 か ら 午前 8 時 15 分 
OR, 平均 9 フッ ト で 航行 し た . 天候 は , 時 間 に ょ っ 
CHO, 主 に 北西 , 北 北西 , 風力 , 3 ~ 4 雨 時 々 曇り , 
ライ トト ラッ プ , ネッ ト 共 に 採集 個体 な し . 

25 日 午前 7 時 , 船内 の 通路 で ウス バキ トン ボ 1 雌 生 


Fig. 1. Position of light traps and 


nets set up on the training 


ship “Nagasaki-Maru” belonging to the Fisheries Faculty 


of Nagasaki University. 


体 を 採集 し た . 

第 3 回 調査 : 6 月 25 日 , 午後 8 時 停 船 し て 船 の ライ ・ 
ト も 点灯 し 26 日 午前 0 時 まで 漂流 (北緯 28-56.8-29- 
02.0, 東経 127-30.0ー127-35.5) 天候 は 北 々 東 の 風 , 
風力 3 , WRB. 得 ら れ た ウン カ 類 以外 の 昆虫 類 
は 次 の 通り で あっ た . すなわち , 6 月 25 日 午後 7 時 , 
船内 通路 で ウス バキ トンボ Pantala flavescens (F abr- 
icius) HE 1 個体 , 同日 午後 8 時 か ら 同 129 時 まで の 間 。 


トラ ッ プ No.2, No.4 及び No.7 で ホシ ホウ ジャ 


ク Macroglossum pyrrhosticta Butler 雄 2 個 体 , フ 
トス ジ エ ダ シャ ク Cleora repulsaria Walker #144 
体 及 び ヤ ガ の 一 種 Catocalinae sp. HE 1 個体 が 採集 


され た だ た . また , 採集 され た ウン カ 類 は Table 1 OFF 


り で あっ た . 
トラ ッ プ No.1 及び No.2 に は 多数 の ウン カ 類 が 
- 捕 集 き れ た が , 他 の トラ ッ プ 及び ネッ ト で は ほとん ど 


6/26 


6/27 


の 


6/28 


9 
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採集 され な か っ た . これ は トラ ッ プ 設置 の 位置 と 風 の 
当り 具合 と に 大 きく 左右 され て いた よう で ある -. トラ 
ッ プ No.1 及び No.2 は 船 壁 で 上 部 に は 覆い も あ 
D, 特に トラ ッ プ No.2 の 位置 は , . ウ ン ヵ 類 が 採集 
され た と き は 風 が ほとん ど 吹 き 込 ん で いな い 場 所 で あ 
っ た こと が 最も 多く 採集 され た 理由 で あろ うと 考え ら 


athe. 


また , 6 月 25 日 午後 9 時 項 か ら 船 壁 に 発見 され る よ 
ら と な っ た ウン カ 類 を Aspirator で 採集 し た が 。 そ 
の ほとん ど は トラ ッ プ No.2 CHEV BOVIS 
集中 的 に 採集 され た . 午後 9 時 か ら 午 前 0 時 まで に 。 
ウゥ ンカ 類 133 個 体 , ハ ェ 1 個体 , ホン ホウ ジャ ク 1 信 
体 を 得 た . 

第 4 回 調査 : 6 月 26 日 午前 0 時 か ら 午 前 8 時 30 分 の 
間 , 8.9 フ ッ ト で , 北緯 29-0.20<28-0.30, 東経 127- 
35.5~127-05.8 を 航行 し た . 天候 は 第 3 回 調査 と 司 


Amami island - 


Okinawa island © 


Fig. 2. The course of voyage in the East China Sea from June 24 to July 4, 1976. 
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Fig. 3. The direction of the wind in the course of voyage in the East China Sea. 


様 , 北 北東 , 風力 3 , 曇り 時 々 雨 で あっ た . 

採集 結果 は Table 2 及び 3 に 示す 通り で あっ た . 
すべ て の ライ トト ラッ プ と ネッ ト で 採集 きれ た が , 特 
に トラ ッ プ No.2 に 多く ウン カ 類 111 個 体 が 捕 集 さ 


れ た だ た . 


6 月 26 日 午後 3 時 30 分 , 船内 で アメ バチ の 1 種 , 1 


Table 1. Collection record of eaf-hoppers 


Date . Time 
Jun. 24 PM 2: 
ク 25 AM 0: 
Jun. 24 PM 2: 
ク 25 AM 0: 
Jun. 25 PM 8: 
ク 26 AM 0: 
Jun. 25 PM 8: 
& 26 AM 0: 
Jun. 25 PM 8: 
ク 26 AM 0: 
Jun. 25 PM 8: 
ク 26 AM 0: 
Jun. 25 ・ PM 9 


O oo Of OF 
Co OO OO OO 


Co oc © 
> ooo S 


> 
< つ 


:00 


個体 を 採集 し た . 


第 5 回 調査 : 
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6 月 26 日 , 午後 8 時 一 11 時 まで 停 船 し , 


船 の ライ ト を つけ て , 北 緯 27-14 .9-27-18.8, 東経 127- 
13.4^127-09.7 を 漂流 , 風 は 南東 で 風力 3 , BORA 


Rn 
Shj > 


Nilaparvata 
lugens Stal. 


68), 2(@) 


1(8), 209) 


1($⑧), 4() 


9($⑧),14(*) 


1($ ) 
8($⑧), 9C2) 


Sogatella 
furcifera 
Horvath 


108), 2(9) 


108), 4€9) 
5(8), 4C?) 


2($) 
1(8) 


3($⑧), 2(@) 


Sogatella 
terryt  . 
(Muir) 


109) 


* The numbers of leaf-hoppers in the last column were captured by aspirator on the upper 


deck of the ship. 


Table 2. Collection record of Odonata, Lepidoptera and Hymenoptera 


Sort of insect 


Pantela flavescens 
- (Fabricius) 


Macroglossum 
| pyrrhosticta 
Buter | 


H ypocala 
. subsatura 
. Guenee 


Spidoptera 
mauritia — 
Boisduval 


Hymaenia 
recurvalis 
(Fabricius) 


Paniscus sp. 


. Number 


KED 
5(@) 


1(2) 
1(8 ) 


102) 
108) 


1(2) 


1(8) 


iC 9) 


Condition of collection 


Date 


Jun. 26 
ク 26 


Jun. 26 
ク 26 


Jun. 27 
Jun. 27 


Jun. 26 


Jun. 26 
ク 27 
Jun. 26 


Time 
AM 7:30 
AM 0:00 
AM ‘8:30 


-AM 0:00 
AM 8:00 


( 
AM 11:00 
AM 6:30 


AM 8:30 P 


AM 0:00 


PM 11:00 


f ? 
AM 8:00 


PM 3:30 


Place or trap No. 


Ventilator 


Trap No.1, 2 


Trap No.4 


Trap No.2 


Upper deck 
Cabin 


Cabin 


‘Trap No.2 


Cabin 
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集 さ れ な か っ TE; 
6 月 26 日 , 生後 9 OS, HERERO LORY 
ク 1 (BAER. 


第 6 回 調査 : 6 月 26 日 , 午後 11 時 か ら 27 日 午前 8 時 
まで , 北緯 27-18.8~26-52.0, 東経 127-13.4~126- 
05. 人 ッ ト で 航行 , 天気 は 東南 東 の 風 , 風力 

ED. 

i ラッ プ No.2 COA, 
ャ ク 1 個体 が 捕 集 さ れ た . 

第 7 回 調査 : 6 月 27 日 , 午後 8 時 か ら 午 後 11 時 まで 
停 船 し , 船 の ライ ト を つけ て , 北緯 28-07.6-28-02.0, 
東経 127-29.6-127-28.8 間 を 漂流 , 風 は 東 , 北東 , 南 
東 に 変わ り 風力 4 , B0. すべ て の トラ ッ プ に 捕 集 さ 


ウン カ 類 2, ホン ホッジ 


第 8 回 調査 : 6 月 27 日 , 午後 11 時 か ら 28 日 生前 7 時 
まで , 北 線 28-02.0 こ 28-10.5, 東 経 127-28.8--128-45.0 
を 10 ノ ッ ト で 航行 , RAR, 風力 4 , Z0. RRO. 
台風 7 ・8 号 接近 の た ぬ 奄 美 大 島 古 仁 屋 へ 避難 する . 

採集 地 と 天気 図 : 第 3, 4 回 の 調査 時 に 殆 ん どの 昆 曳 
類 が 採集 きれ て いる た め , この 時 の 採集 地点 と 天気 較 
を Fig.4 だ 示し た . l 

また , 採集 され な か っ た 第 6 , 7 回 の 調査 時 の 採集 

地点 と 天気 図 を Fig.5 に 示し た . | 

Fig. 4,5 に 示し た ょ よ 5 に 採集 され た 地点 は い ずれ 
も 梅雨 前 線 の 温暖 前 線 側 に あり , 一 方 , 採集 され な か 
っ た 地点 で は , 梅雨 前 線 を 通過 し て 寒冷 前 線 側 に 位置 
で いる と ごろ で あら た だ 。 ] 


れ な か っ た . 
Table 3. Collection record of leaf-hoppers 
SS Bf Condition of collection. 
leaf-hoppers Number Date Time Place or trap No. 
Nilaparvata 708), 1109) Jun. 26 AM 0:00 Trap No. 1 
lugens Stal AM 8:00 i 
86($⑧), 48L) ク ク ク No. 2 
CoD ク ク ク No.3 
1 $) ク ク ク No. 4 
2(8), 2(ļ) ク ク 2 No. 5 
1(8),. 12) ク ク ク No. 6 
708), 8C2) E4 ク ク No. 7 
1($⑧), 1(9) ク ク ク No. 8 
708), 6€2) 2 ク ク No. 9 
108), 5C€2) ク ク ク No.10 
3($⑧), 6(e). a ク ク No.11 
5(8), 4($) ク . ク Net No.12 
1($⑧), 1€2) ク ク ク No.13 
29( 8⑧), 43( 8 ) ク AM 0:00 Upper deck 
| (by ODI) 
4C8), 11C9) PM 9:00 
1C@) ク PM 11:00 Trap. No. 2 
Sogatella a a 1($⑧), 2($) ク AM 0:00 ク No. 1 
Horvath AM 8:00 : 
14(8), 13($) ク ク 2 No. 2 
108) ク ク ク No. 4 
3C8), 3(* う ク ク ク No. 7 
3( $ ) 3 ク ク 4 No. 9 
1(8) | ク ク Net . No.13 
16($⑧), 7(g) ク AM 0:00 Upper deck 
(by aspirator) 
1(8⑧), 2C2) ク PM 9:00 ーー タク 
Sog. longifurcifera 1(®) ク AM 0:00 Trap No. 4 
(Esaki et Ishihara) AM 8:00 | 
Toya propinua 1¢8) ク ク ク No. 9 
(Fieber) = 
Laodelphax 108) ク ク Net No.13 
striatellus, 
(Fallen) 
Sog. terry 1¢8) Jun. 26 PM 11:00 Trap No. 2 
(Muir) ク 27 AM 8:00 aes 


| / 
China © 


800 


i 6/25 Amami 
6/26 0 i U aed 
0 
1200 


[f okinawa 
island 
L 9 


Taiwan 


No.7 Typhoon 


No.8 Typhoon 


Fig. 4. The weather condition and the position of the ship in the East 
China Sea when transoceanic insects were captured from the 
evening of June 25 to the very early morning of June 26, 1976. 
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Kyushu 
island 


China . 
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‘ 6/27 
) 1200 0000 ぴの Okinawa 
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n N 
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No.7 Typhoon . 


No.8 Typhoon 


Fig. 5. The weather condition and positions of the ship in the East China 
| Sea when the insects did not captured from the evening of June 
26 to the midnight of June 28, 1976. 
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あ と が き O アカ イェ カ 採 集 は 出来 な か っ た が , 海上 飛来 性 旗下 の 
| 際 に 確認 し , 今後 の この 種 の 研究 に 多く の 示 
今回 の 調査 で , FARE (1975) が 指摘 し て いる よう ee ee Monnaie oe 
な 小 必 貝類 が 多数 採集 され る 条件 の 天気 図 。 つ まり 。 MS Oe 
梅雨 前 線 が 中 国 か ら 西 日 本 に か け て 停滞 し , この 前 線 RES ee Ae Oe Chee 
' pee 流さ せな が ら , 目的 の 天候 に な る の を 待つ 方 法人 を を と る 
上 中国 大 陸 で 発生 し た 信和 が 通過 する よう な 天気 て て トー BEONE EE OR AOR 
に 遭遇 し な か っ た こと , 台風 7・8 号 の 接近 で , 調査 期 GU 
間 が 短 か く な っ た こと な ど が 重なっ て , 目的 の コガ タ 


nal O H 


練習 船長 崎 丸 乗船 を 快 よく 許可 し て 頂い た 長崎 大 学 水産 学部 長 ' 岡 正雄 教授 , 長崎 丸 船長 AHN 
助教 授 , 採集 に 際 し 多大 の 援助 を 受け た 乗組 員 一 同 及 び 水 産学 部 4 年 実習 生 の 皆さま に 感謝 し ます - 
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